






審査委員 （主査） 理工学部 専任教授 
  
    氏名  土本 晃久       ㊞  
 
 （副査） 理工学部 専任教授 
  
     氏名  長尾 憲治       ㊞  
  
 （副査） 理工学部 専任准教授 
 
     氏名  田原 一邦       ㊞  
 
 
１ 論文提出者   野見山 翔太 
                         
２ 論文題名    Development of New Synthetic Methods for Introducing Alkyl Groups 
onto Indoles and Pyrroles 
          （インドール類およびピロール類へのアルキル基導入を目的とする新規合
成法の開発） 
 
３ 論文の構成    
   本論文は，次の５章から構成されている。 
Chapter I. General Introduction 
Chapter II. Easy Access to a Library of Alkylindoles: Reductive Alkylation of Indoles with 
Carbonyl Compounds and Hydrosilanes under Indium Catalysis 
Chapter III. Indium-Catalyzed Regioselective -Alkylation of Pyrroles with Carbonyl 
Compounds and Hydrosilanes, and Its Application to Constructing a 
Quaternary Carbon Center with a -Pyrrolyl Group 
Chapter IV. Metal-Free Regioselective -Alkylation of Pyrroles with Carbonyl Compounds 
and Hydrosilanes: Use of a Brønsted Acid as a Catalyst 
Chapter V. Conclusions and Prospects 
 
４ 論文の概要 




















   本論文は，全５章から構成されており，各章の概要は以下の通りである。 
   第１章では，インドールおよびピロールそれぞれに対して，歴史的背景・化学的性質を取
りまとめた後，既存のアルキルインドールと -アルキルピロールの合成法についてそれぞれの利
点および問題点を解説している。最後に，本論文の目的および構成について記述している。 
   第２章では，インジウム触媒によるカルボニル化合物とヒドロシランを用いるインドール
類のアルキル化反応を実現している。すなわち，触媒量のインジウムトリフリルイミド 











   第３章では，インジウム触媒によるカルボニル化合物とヒドロシランを用いるピロール類
の -選択的アルキル化反応を実現している。具体的には，インジウム触媒存在下 [In(NTf2)3, 


















   第５章では，各章の結論を要約し，本論文の結論について述べている。 
                       
５ 論文の特質 


















   本学位請求論文は，理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもので
あり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したの
で，博士（工学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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